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微細加工技術による細胞治療用
複合ナノ注射器を開発し高効率な細胞への
物質注入・抽出を実現

File.07

ハインツテック（株）（北九州市若松区）は、2021年７月に設立された早稲

田大学発のベンチャー企業であり、微細加工技術を用いて細胞への物質

導入・抽出のためのツール・システムを開発・製造している研究開発型の企

業である。同社が販売する「ナノチューブ膜スタンプ」は、タンパク質などの

任意の物質を細胞内部へ導入、または細胞内物質を抽出するためのツール

であり、これまで導入が難しかったタンパク質などの高分子も高効率かつ

短時間で導入できる。

　同社は早稲田大学の三宅丈雄

教授により、研究してきたバイオ

イオントロニクス の技術を具現

化すべく、2021年に北九州学術

研究都市で創立された。同社の

製品「ナノチューブ膜スタンプ」

は、微細加工技術を用いて開発

された特殊なナノ構造を持つ製

品であり、細胞への物質導入や細

胞からの物質抽出に使用する

ツールである。このツールは、多

数のナノスケールの中空管（ナノ

チューブ）が貫通した薄膜である

（図１）。これを細胞へ直接的に

穿刺することで任意の物質の導

入や細胞内物質の抽出を行う。さ

らに細胞に負荷がかからない程

度の微弱な電圧を与えることで

物質の導入を促進することも可

能だ。細胞に管を刺して物質をや

りとりすることから、代表取締役

の青木氏はこれを「細胞用注射

器」に喩える。

東京都出身。早稲田大学大学院でナノテクとバイオロ
ジーを学ぶ傍ら、「技術の事業化」に興味を持ち、多数の
企業への提言などの活動を行う。修士課程修了後、米
国半導体メーカーIntelで新規事業開発、市場開発、営
業などを経て渡米。帰国後、米国ソフトウェアメーカー
VMwareで新規事業のアライアンス、マーケティングなど
を担当。2021年7月にハインツテック株式会社を設立。

1三宅教授の造語であり、バイオエレクトロニクスとイオニクスを融合した新しい学問分野
を指す。生体とデバイスにおいては、イオン信号の計測と制御が重要である。エレクトロニ
クスが電子の振る舞い、イオニクスがイオンの振る舞いを独立に扱っていたのに対し、イ
オントロニクスはその双方を扱う。生体と触れる環境下のデバイスには生体親和性が求
められ、それを実現するための学術分野がバイオイオントロニクスである。 [5] [6]

青木 睦子氏

代表取締役

【プロフィール】

図１：ナノチューブ膜スタンプ　出典：ハインツテック株式会社HP [1]

短時間・大量・高分子の
物質を導入・抽出できる
「細胞用注射器」を開発
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2自己免疫療法の一つ。患者さんの血
液から、がん細胞とたたかう免疫細胞
「T細胞」を採取し、がん細胞を見分け
るキメラ抗原受容体T細胞（Chimeric 
Antigen Receptor T-cell）へと遺伝
子を組み替え、患者さんに投与する治
療法 [7]
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成を受ける大きなメリットであっ

た。また、助成金の使途について

も自由度が高く、人件費などに使

えることも魅力的である。これに

よって、最初の従業員を1名採用

することができ、現在では7名の

組織となった（取材時点）。

　社名であるハインツテック

（ H Y N T S  T E C H ）とは 、

H y b r i d - N a n o - T u b e s  

Technologyを表していること

からもわかるとおり、同社の根底

のコンセプトは材料の複合（ハイ

ブリッド）によりナノチューブに機

能を付与する技術を模索するこ

とである。今後の研究開発の方

向性としても、他の材料を用い、

また他の機能を付加することで、

新しいタイプのナノチューブを開

発していく。

　一方で、今後はこうした技術を

使って実現できるアプリケーショ

ンを開拓することも重要である。

自社での開拓はもちろんのこと、

潜在顧客と研究開発等を通じて

応用先を共に探求していくことに

も力を入れていきたい。

　当社はまだ小さな企業ではあ

るが、従業員は一人ひとりが高い

専門性を有している。各々が異な

る視点から一つの事象を観察・

議論し、事業の拡大に寄与するよ

うな状況が理想である。したがっ

て、従業員は微細加工技術に長

けた人材だけではなく、様々な分

野から同社へのエントリーを求め

ている。

　

る可能性がある。再生医療の分

野では、従来法だと細胞が癌化

するなど安全性の面で使いづら

かった部分が解消され、より使い

やすくなる可能性がある。

　また、本製品が使用できる領

域は医療分野に留まらない。環境

分野では、バイオエネルギーの生

成といった領域で活用できる可

能性がある。食品分野では、（遺

伝子組み換えではなく）遺伝子

編集により収量を増加させた作

物の作成や、酵母等の改良によ

る好ましい香りや触感の食品が

できる可能性がある。また、培養

肉も同社の技術を活用できる可

能性がある。

　起業後に初めて獲得した助成

金 が K Y U T E C であった 。

KYUTECの助成金では「細胞治

療用複合ナノ注射器の開発」とい

うことで、導電性高分子により機

能を付与したツールを開発した。

助成金を受け取るまでの時間が

短かったのはもちろんだが、それ

以上に手探り状態の中で起業し

ていた青木氏にとって、アクセラ

レーターによる助言がありがた

かった。さらに、KYUTECでは九

州の様々な事業者やプレイヤー

とのコネクションが既に確立され

ており、紹介を受けられたのも助

　こうした技術の市場ニーズとし

て、例えば「スマートセル」がある 

[2]。スマートセルとは、物質を導

入することで機能を持たせた高

度な生物細胞であり、細胞培養

により増殖させることで再生医

療・美容や培養食品などに活用

できる。スマートセルの世界市場

規模は約200兆円ともいわれて

おり、こうした技術は遺伝子編集

や再生医療・細胞治療といった分

野において不可欠である。

　細胞への物質導入について

は、既に確立された手法が数多く

存在するが、解決が難しい課題も

あった。例えば、ウイルスに外来

遺伝子を組み込み目的の遺伝子

を細胞へ導入するウイルスベク

ター法 [3]などの化学的/生物学

的な手法は、導入前の試薬の調

整だけでも非常に長時間を要し、

導入できる物質のサイズや電荷

に制限がある [2]。また、電気パ

ルスで細胞膜の透過性を上げる

ことにより物質を細胞に導入す

るエレクトロポレーション法 [4]

などの物理的手法は細胞が死に

やすく、また操作が複雑である 

[2]。従来はそうした課題点を踏

まえ、目的に応じて手法が選択さ

れてきた。

　同社の技術はそうした従来手

法の課題を解決し、かつ従来手

法より大きな物質の導入を可能

とする点に優位性がある。所要時

間について、ウイルスベクター法

では物質導入に数週間程度を要

するのに対し、同社の製品は数分

程度と大幅に時間を短縮でき

る。また導入効率について、エレ

クトロポレーション法の効率は

一般的に30%程度（100個用意

した細胞の内、30個程度に物質

導入が成功し、かつ細胞が生きて

いる状態）であるのに対し、同社

の製品は90%程度の効率を誇

る。 さらに、同社の製品はイオン

といった低分子からDNAやタン

パク質などの高分子まで様々な

サイズの物質を導入することが

可能である。

　細胞加工は広範に使用される

技術であり、当社の製品が活用

できるシーンも多い。医療分野で

は、これまで予防法や治療法が

ない病気に対し、細胞治療などの

新しい治療法や薬剤ができる可

能性がある。例えば、白血病の新

たな治療法として承認された

CAR-T細胞治療 のように、加工

した細胞を培養して患者の体内

に戻す自己免疫療法があり、そう

した治療法では拒絶反応へのリ

スクを減らす観点から、患者自身

の細胞を使用するのが望ましい

ものの、状況によっては採取でき

る細胞の希少性や、コストを抑え

るという観点から、より高効率な

細胞加工を求められる。そうした

ニーズに同社の製品が活用でき

細胞加工と広がる
活用の可能性

助成金で製品に
機能を付与

今後は技術開発から
アプリケーション
確立まで視野に
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